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市場模様
もっとも漁村を身近に感じられる場所である「市場」（二木島）をご案内します。
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市場の様子

今回は、熊野市にある二木島の市場を紹介します。熊野漁協が運営している市場で、熊野市で唯一の市場となります。
毎朝、ＮＨＫのニュースで映っている尾鷲の市場と比べると、二木島の市場は規模が小さいですが、漁村の暖かみが感じられる素朴な市場です。
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市場の魚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
熊野漁協は、さんまの棒受網漁と定置網漁が有名です。特に冬場に行われるさんま漁は有名で、名物「さんま寿司」の材料として、欠かせないものとなっています。
市場には所狭しとさんまが並べられる姿は圧巻で、非常に活気にあふれる瞬間となっています。
写真は、定置網で漁獲されたカタクチイワシです。
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入札の様子

市場では８時半と15時の２回入札が行われ、時間になると仲買人が地元だけでなく、市街地の有馬町からも集まってきます。
オークションのような「競り」ではなく、一発勝負の「入札」で魚が買われていきます。竹製の札に金額を記入して入札人に渡すことで札入れし、一番高い人（一番札）が落札して、好きな魚を好きなだけ持っていきます。欲しい魚がなくなれば、次に金額の高い人（二番札）が落札することになります。
[image: image4.jpg]


かつお
３月を過ぎると、徐々にかつおが市場に上がり始めます。
かつおは水温20℃の海水に乗ってやってくるので、年が明けると和歌山県の潮岬から、徐々にかつおの話が聞こえてきます。

この地域のかつおは、ケンケンと呼ばれる曳縄釣りや、はねもちと呼ばれる一本釣りで１匹ずつ大事に漁獲されていますから、非常に美味しいです。末端価格は１匹1,000円位で、４人がおなかいっぱいになります。
